































古事記からは 1885 (明治 18)年より刊行された「ちりめん本jの昔話シリーズ



































































































































































































































































































































































査員三人が前もって査読し、 ZD13年 2月 8日、これに基づきJ、公:開J口頭試問を行った。
まず主査寺):11員;知夫から、学位申:請に必要な要件を満たしていることを確認した。
次に谷本由美の論文要旨の説明が行われ、引き続いて審査員から質疑が行われた。
主査寺)1からは、古事記神話の多様性はどこに存在するのか、兎の皮を剥ぐことの意
味は何か等rの質問、副査香曽我部秀幸梅花女子大学大学院教授から、副題と内容にずれ
はないか、明治期以前の先行する絵との関係はどうか、等の質問九割査森公一同志社女
子大学大学院教授から、本論文が作品分析のキイワードとする f多義性jについて、「多
義性j が本来で、「一義j性が非本来とする単純な二元〆論に陥る危険性はないか、 f多義
性j と表現の形式性とは関係するのか、「神話の力j について映像作品を用いて言及す
るが、その際、映画『スターウォーズ』の制作に影響を与えたとされる神話学者ジョセ
フ・キャンベノレの『神話のカ』も参照すべきで、はなかったか、等の質問がなされた。
これに対し、谷本由美は誠実に質問に答え、本論文は本人の研鎖によって書かれたも
のであることが確認され、その過程で本論文の博士論文としての価値も明らかにされ
た。質疑応答で指摘された問題点は、今後も研究を深めることによって補っていくこと
が期待できると考える。本人のいっそうの研鍾に期待したい。
